
資料１

　

区分 その他

共　　　通

件名
東京2025世界陸上競技選手権大会における

投てき器具の買入れ 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

所管部署
競技運営室競技運営部競技運営課

FA：Competition

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（希望制指名競争入札）

内　　容

【目的】
　大会に出場する選手が競技で使用する各種投てき器具を
購入する。

【主な購入器具】
〇砲丸　96個
〇円盤　54枚
〇ハンマー　48個
〇やり　48本

【契約期間】
　契約確定の日の翌日から令和７年８月15日まで

契約締結前付議理由

付議基準



契約・調達案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 東京2025世界陸上競技選手権大会における投てき器具の買入れ
契約方式 競争入札（希望制指名競争入札）

確認内容 備　考
契約手続きの適正性
発注組織での意思決定プロセスの
手続きが適正に取られたものである
こと

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、事業執行の決定が行わ
れていることを確認した。

大会経費として妥当なものであるこ
と

●本案件は、東京2025世界陸上競技選手権大会の準備・運営における投てきの運営に係る事業であり、財団
の役割に基づく業務内容であることを確認した。

●運営・準備等に必要な項目であり、対象経費として妥当であることを確認した。

事業執行にあたり、仕様書の内容
が適切なものであること

●業務内容が簡潔、詳細かつ正確に記載されていることを確認した。

●業務履行上の費用負担が明記されていることを確認した。

●成果品の内容、納品数、納品期限等が具体的に記載されていることを確認した。

予算執行が適正なものであること ●大会の準備・運営を進めていくにあたり、適正な予算執行であることを確認した。

予定価格が妥当なものであること ●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

公費の対象として適切なものである
こと ●東京の価値向上に資する大会開催に向け、必要な環境整備を行う経費であることを確認した。

契約方式の精査・確認

契約方式が妥当なものであること ●入札参加希望者を公募したうえで、公表している指名基準に基づき指名し、入札の方法により競争させ、最も
有利な価格を提示した者と契約を締結する方式が妥当であることを確認した。

確認の視点



資料２

　

区分 その他

共　　　通

件名
東京2025世界陸上競技選手権大会における

ウェイトトレーニング機器の買入れ 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

所管部署
競技運営室競技運営部競技運営課

FA：Competition

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（希望制指名競争入札）

内　　容

【目的】
　大会に出場する選手が競技前にウォームアップ会場や練
習会場で使用するウェイトトレーニング機器を購入する。

【主な購入機器】
〇ウェイトリフティング　プラットフォーム　８台
〇スクワットラック　８台
〇フラットベンチ（ベンチプレス台）　８台
〇バーベル　24本
〇フリーモーション　２台
〇レッグプレス　４台
〇ダンベル　36組
〇アジャスタブルベンチ　４台

【契約期間】
　契約確定の日の翌日から令和７年９月７日まで

契約締結前付議理由

付議基準



契約・調達案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 東京2025世界陸上競技選手権大会におけるウェイトトレーニング機器の買入れ
契約方式 競争入札（希望制指名競争入札）

確認内容 備　考
契約手続きの適正性
発注組織での意思決定プロセスの
手続きが適正に取られたものである
こと

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、事業執行の決定が行わ
れていることを確認した。

大会経費として妥当なものであるこ
と

●本案件は、東京2025世界陸上競技選手権大会の準備・運営におけるウェイトトレーニング機器の運営に係る
事業であり、財団の役割に基づく業務内容であることを確認した。

●運営・準備等に必要な項目であり、対象経費として妥当であることを確認した。

事業執行にあたり、仕様書の内容
が適切なものであること

●業務内容が簡潔、詳細かつ正確に記載されていることを確認した。

●業務履行上の費用負担が明記されていることを確認した。

●成果品の内容、納品数、納品期限等が具体的に記載されていることを確認した。

予算執行が適正なものであること ●大会の準備・運営を進めていくにあたり、適正な予算執行であることを確認した。

予定価格が妥当なものであること ●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

公費の対象として適切なものである
こと ●東京の価値向上に資する大会開催に向け、必要な環境整備を行う経費であることを確認した。

契約方式の精査・確認

契約方式が妥当なものであること ●入札参加希望者を公募したうえで、公表している指名基準に基づき指名し、入札の方法により競争させ、最も
有利な価格を提示した者と契約を締結する方式が妥当であることを確認した。

確認の視点



資料３

　

区分 その他
案　件　概　要

共　　　通

件名
令和７年度JAPAN SPORT OLYMPIC SQUAREに係る

専用部清掃委託 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

所管部署
総務企画室総務部総務課
FA：General Direction

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団
〇JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE館内利用細則（Ⅵ.施設管理に
ついて－２.清掃－（２））において、専用部の清掃を外注す
る場合は、ビル指定の管理会社に委託する必要がある旨定め
られている。

契約方法 特別契約（特命随意契約）

内　　容

【目的】
　財団が賃借する事務所の清掃業務を実施する。

【主な業務内容】
〇日常清掃
・掃除機によるカーペット吸塵（２回/週）
・専用部内設置ゴミ箱からの回収・搬出処理（１回/日）
・扉、ドアノブ清拭（１回/日）
〇定期清掃
・カーペットクリーニング（２回/年）

【契約期間】
　令和７年４月１日から令和８年３月31日まで 契約締結前付議理由

付議基準



契約・調達案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 令和７年度JAPAN SPORT OLYMPIC SQUAREに係る専用部清掃委託
契約方式 特別契約（特命随意契約）

確認内容 備　考
契約手続きの適正性

発注組織での意思決定プロセスの
手続きが適正に取られたものである
こと

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、事業執行の決定が行わ
れていることを確認した。

大会経費として妥当なものであること

●本案件は、東京2025世界陸上競技選手権大会の準備・運営における執務室の運営に係る事業であり、財団
の役割に基づく業務内容であることを確認した。

●運営・準備等に必要な項目であり、対象経費として妥当であることを確認した。

事業執行にあたり、仕様書の内容が
適切なものであること

●業務内容が簡潔、詳細かつ正確に記載されていることを確認した。

●業務履行上の費用負担が明記されていることを確認した。

●成果品の内容、納品数、納品期限等が具体的に記載されていることを確認した。

予算執行が適正なものであること ●大会の準備・運営を進めていくにあたり、適正な予算執行であることを確認した。

予定価格が妥当なものであること ●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

契約方式の精査・確認

契約方式が妥当なものであること ●競争入札によらずその事業者以外には契約の履行ができない等の理由により特定の事業者を指定する方式が
妥当であることを確認した。

確認の視点



世界陸上財団オフィス賃貸借について

大会に向けて職員の増加に伴い、適切な執務環境を整備し大会準備を迅速に進めるため、
当財団の主たる事務所と同建物・同フロアでの拡張となる以下物件の賃貸借契約を行う。

契約概要

賃貸借契約

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE5階(新宿区霞ケ丘町４番２号)
契約面積 50㎡

賃借物件

2025年４月〜2028年３月 ※2025年度途中での解約を予定契約期間

(公財)日本スポーツ協会、 (公財)日本オリンピック委員会賃貸人

資料４


